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× 要

夏まっさかり。 太陽が空いっぱいに広がったよ 

うな、灼けつく日差しのもと、あちこちから子ど 

もの歓声が響く。 

上野峡では、セミしぐれの中から滝すべりでは 

しゃぐかん高い声。 

キャンプ場からは、みそ汁の匂いとともに力ッ 

コウワルツの歌声。野球場から、町民プールから…。 

大きな夏｛こすっぼりつつまれ．て、みノしな輝いて 

見える。 

この自然がくれたすばらしい歓声を絶やさない 

ためにも、自然に対するー人ひとリの心づかいが 

必要ではないだろうか。 
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1 池永輝昭氏が当選 町長選挙結果速報 

I 
7 月24日に告示された、任期満了に伴う 当選 池永 輝昭（無所属・55才・大字赤池730番地） I 

l 

言 香月 章 （無所属．54才. *字ラ糸うth371 番tI]1、 I 

I 
赤池町長選挙は、29日投票が行われ、元町 

長の池永輝昭氏が当選しました。 

I 選挙の結果は次のとおりです。 

I （敬称略） 

3,710 票 

香月 章（無所属・54オ・大字赤池371番地） 

2,904票 

〇選挙当日有権者数 7,194 人 

〇投票者数 6,682人 〇投票率92・9 % 
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昭和59年度各特別会計予算 
( ）は対前年度伸率 

☆上水道事業会計 2億139万円（2, 0) 

（収益的収支） 

☆町立病院事業会計 4ィ意8,828万円（0,5) 

（収益的収支） 

☆国民健康保険事業会計 3億6,480万円（11.9) 

☆住宅新築資金等貸付事業会計・・2ィ意7,406万円（29.4) 

☆老人保健会計 4億9.697万円（23,9) 

一般会計予算（町民 

り 

昨年に弓I 
39億7,5 

ぐ 昭和59年度の主な事業 う 
\,_ ./ 

＠普通建設事業 6イ意7,600万円 

〇赤池中学校体育館建設事業 1億4,100万円 

〇公営住宅建設事業（20戸）  1億8,600)テ円 

〇集会所建設事業（2 カ所）  4,500万円 

〇同和対策事業（下排水路、道路、農業基 

盤整備など）  2ィ意9,100万円 

〇その他事業 ・1,300万円 

⑥失業対策事業 61意8,000万円 

〇一般失業対策事業 9,700万円 

〇産炭土也域開発就労事業 2f意7,800万円 

〇特定地域開発就労事業 2億9,000万円 

〇その他労働諸費 ・1,500万円 

⑥災害復旧事業  300万円 

※その他施策 

〇社会福祉費（身体障害者家庭奉仕員設置委託料 

・町社会福祉協議会助成金など） ・・5,900万円 

〇老人福祉費（老人ホーム運営費・老人家庭奉イ士 

員設置委託料、敬老年金など） ・・・・7,800万円 

〇各種医療対策費（重度心身障害者、母子家庭、 

乳幼児対策など）  1 ,700万円 

〇児童福祖：費（児童手当、児童措置費など） 

 2億2,900万円 

〇保健衛生費（し尿・ゴミ対策費、病院会計、水 

道会計の繰出金など）  1億5,000万円 

〇農業振興費 6,700万円 

〇商工振興費 600万円 

〇消防防犯対策費 7,400万円 

〇学校教育費（小中学校管理費など）6,000万円 

〇社会教育費（各種教室、同和教育、各種社会教 

育団体補助金など）  6,300万円 

〇保健体育費（各種大会補助や施設管理費、給食 

センター運営費など）  9,100万円 

職員平均給与月額と平均年齢の状況 

（特別会計職員除く） 

× 行 政 職 労 務 職 

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢 

昭和58年 

4月1日現在 
199,900円 36,11歳 183,200円 40,8 歳 

昭和59年 

4月1日現在 
200,600円 37,1 歳 177,000円 39,10歳 

財産収入 

1億5.294万円 
3,9% 

分担金・負担金 

手数料・使用料など 

1億5,899万円 4% 

昭和59年度歳出予算性質内訳 

昭和59年度歳入予算内訳 

地方譲与税 

自動車取得税交付金など 

3,940万円 1% 

災害復旧事業費 

300万円 
0,06% 

前年度繰上充用金2億5,000万円6,3% 

物件費 

2億9.588万円7.4% 

8 月 は、空カ ン・空ビン回収運動月間 

1人当り40万3,000円）決まる 

き続き緊縮財政 
07 万円対前年比5%増 

圏歳 入 

地方交付税 

圏歳 

153,169円 

(156.445) 

38,0 % 

35,892円 

(46,932) 

8,9% 

出 

(58年度当初は1 人当り 390,797円） 

( ）は58年度 

国県支出金 田丁 債 

36,662円 

(30,119) 

9,1% 

く 
そ の 他 

35,582円 

(33,251) 

8,9% 
 ノ 
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昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
が
、
六
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
o
 

今
回
の
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
大
変
き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
国
や
県
に
大
き
 

く
依
存
し
た
赤
池
町
の
現
況
を
充
分
に
ふ
ま
え
、
歳
入
財
源
の
適
確
な
把
握
と
歳
出
予
算
の
再
検
討
を
行
い
、
財
政
健
全
 

化
計
画
と
に
ら
み
合
せ
な
が
ら
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
o
 

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
 
一
F

九
億
七
千
五
百
六
万
七
千
円
で
、
対
前
年
度
伸
率
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
o

そ
の
 

内
訳
は
、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
、
失
業
対
策
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
）
で
、
士
一
二
一
％
（
一
億
四
千
七
百
八
 

十
六
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
赤
池
中
学
校
体
育
館
の
改
築
・
公
営
住
宅
建
 

設
な
ど
の
新
規
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
又
消
費
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
補
助
費
な
ど
）
 

で
九
・
一
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費
で
は
、
昨
年
退
職
勧
奨
で
職
員
が
七
人
退
職
し
 

た
た
め
六
．
一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
い
づ
れ
も
増
と
な
っ
て
い
ま
す
0

そ
の
他
の
経
費
（
公
債
費
、
 

貸
付
金
、
投
資
お
よ
び
出
資
金
、
繰
出
金
な
ど
）
で
一
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
o
 

一
方
、
歳
入
財
源
は
、
町
税
二
億
八
千
七
百
六
十
五
万
三
千
円
（
前
年
度
比
十
二
・
〇
％
増
）
地
方
交
付
税
十
五
億
一
 

千
二
百
四
十
万
円
（
同
〇
・
二
％
減
）
国
・
県
支
出
金
十
億
七
百
二
十
九
万
二
千
円
（
同
十
七
・
二
％
増
）
町
債
三
億
六
 

千
二
百
万
円
（
同
十
四
・
一
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
況
で
は
、
単
年
度
で
約
一
億
五
千
万
円
程
度
の
財
源
 

不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
不
足
財
源
に
つ
い
て
は
現
在
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
分
譲
（
第
三
期
）
な
ど
を
行
な
 

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
財
産
売
却
収
入
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
本
町
も
金
田
町
、
方
城
町
と
同
じ
よ
う
に
財
政
再
建
 

準
用
団
体
の
適
用
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
o
 

△ Z入 Z、 乙,、△ Z,、 Z、 Zさュ△ △ ご、 △ Zl,、Z、 Zさ、 Z全、△ 

【
昭
和
 
40 

年
3

月
に
建
っ
た
 

赤
池
中
学
校
体
育
館
今
年
度
 

全
面
改
築
が
行
わ
れ
ま
す
。
】
 

「一 一 ー 一 ー 一 ー ー 一 

~ 
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財

政

豆

辞

典

 

自
主
財
源
ー
地
方
公
共
団
体
が
自
 

主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。
行
 

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
 

確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
尺
度
 

と
も
な
る
。
 

依
存
財
源
ー
国
・
県
の
意
思
に
よ
 

り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
 

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
 

る
収
入
。
 

ー
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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8月は 昌轟震轟2轟雰 の納税月です 
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〇
議
案
 41 

号
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
 

一
般
会
計
予
算
‘
予
算
総
額
三
十
九
億
 

七
千
五
百
六
万
七
千
円
の
対
前
年
度
伸
 

率
五
、
〇
％
の
一
般
会
計
予
算
が
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

（
二
・
三
面
に
関
連
）
 

〇
議
案
 42 

号
赤
池
町
職
員
の
定
年
等
に
 

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
国
家
 

公
務
員
の
定
年
制
に
準
じ
て
、
昭
和
六
 

十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
職
員
の
定
年
 

を
満
六
十
歳
。
医
師
は
六
十
五
歳
と
す
 

る
条
例
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 43 

号
赤
池
町
立
小
・
中
学
校
屋
 

内
体
育
館
の
使
用
に
関
す
る
条
例
の
制
 

定
に
つ
い
て
凸
学
校
体
育
館
を
支
障
の
 

な
い
範
囲
で
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
 

ー
ッ
活
動
等
に
使
用
で
き
る
よ
う
条
例
 

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

使
用
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
学
校
の
 

承
諾
を
得
て
、
使
用
許
可
願
を
教
育
委
 

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
使
用
料
は
二
時
間
で
昼
間
が
 

八
百
円
、
夜
間
千
二
百
円
、
 
一
時
間
増
 

す
ご
と
に
五
割
増
と
な
り
ま
す
。
 

〇
議
案
 44 

号
赤
池
町
営
住
宅
管
理
条
例
 

五

十

九

年

度

一

般

会

計

予

算

戸

を

可

決

 

昭
和
五
十
九
年
第
五
回
定
例
町
議
会
が
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
 

日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
六
議
案
が
上
程
さ
れ
、
 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
八
件
の
請
願
、
 
一
件
の
意
見
書
が
審
議
さ
れ
、
ま
た
、
監
 

査
の
結
果
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
九
日
と
二
十
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
日
間
の
会
期
で
臨
時
町
 

議
会
が
開
か
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
議
案
や
赤
池
中
学
校
体
育
 

館
の
改
築
議
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
‘
実
情
に
よ
 

り
町
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
（
女
子
に
 

つ
い
て
は
五
十
歳
以
上
）
の
単
身
者
で
 

町
の
指
定
す
る
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
 

る
人
の
入
居
を
認
め
る
条
例
が
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 45 

号
赤
池
町
集
会
所
施
設
設
置
 

お
よ
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
昭
和
五
十
八
 

年
度
事
業
で
猿
畑
と
第
五
支
所
集
会
所
 

が
新
設
さ
れ
た
の
で
そ
の
設
置
目
的
や
 

位
置
、
名
称
が
同
条
例
に
追
加
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

〇
議
案
 46 

号
赤
池
町
名
誉
町
民
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
‘
昨
年
制
定
さ
れ
た
名
 

誉
町
民
設
置
条
例
の
内
容
が
再
検
討
さ
 

れ
、
名
誉
あ
る
町
民
を
選
任
す
る
た
め
 

そ
の
資
格
要
件
や
選
任
の
方
法
等
を
定
 

め
た
条
例
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 47 

号
（
臨
時
議
会
）
赤
池
町
農
 

業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
凸
 

任
期
満
了
に
伴
な
い
、
議
会
が
推
せ
ん
 

す
る
委
員
に
次
の
三
人
が
推
せ
ん
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
敬
称
略
）
 

町
道
一
一
反
ケ
浦
ー
松
本
線
開
通
 

ー

通

勤

・

通

学

が

い

っ

そ

う

便

利

に

ー

 

【
七
月
二
十
三
日
供
用
開
始
さ
れ
た
、
 

町
道
ニ
反
ケ
浦
5
松
本
線
。
町
部
か
ら
 

町
民
会
館
、
市
場
方
面
か
ら
赤
池
駅
へ
 

の
便
が
大
変
向
上
し
ま
し
た
】
 

弓は続き支給を受けるには 

福 祉 年 金 
『 

が必要です 

8 月は福祉年金の受給者が、国民年金証書 

を提出する月です。8 月支払分の福祉年金を 

受けたら、すぐに国民年金証書と印鑑を持っ 

て役場の国民年金係へ所得状況届を提出して 

ください。 

この手続きは毎年、本人、配偶者、扶養義 

務者の前年の所得によって、向こう一年間の 

福祉年金が受けられるかどうかを決める大切 

な届です。もし、この提出がないと、次の年 

金支払月に年金が受けられないことがありま 

すので、 8月31日までに必ず手続きをすませ 

てください。 

なお、恩給、扶助料、退職年金等の公的年 

金を受けている人は、その年金証書の写を添 

えて提出してください。 

児童扶養手当・ 

特別児童扶養手当 
 、 

手当を受けている人は、毎年8 月11日から 

9 月10日までの間に役場にある所得状況届の 

用紙に記入し福祉係に提出して下さい。 

この届は、手当を受けている人やその家族 

の方に前年にどの程度の所得があったかを書 

いていただく書類ですが、これによって手当 

を引き続いて受ける資格があるかどうかが審 

査されます。引き続いて受ける資格があると 

認められた場合には、手当の支払を受けるこ 

とができます。ですからこの届は所得があっ 

てもなくても重要なものですので必ず出して 

ください。届出を出さないと手当の支給が差 

し止めになります。 

赤
池
駅
西
側
か
ら
鉄
道
沿
い
に
商
工
 

会
前
の
県
道
北
九
州
ー
小
竹
線
へ
通
じ
 

る
道
路
が
七
月
二
十
三
日
か
ら
通
行
で
 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
道
路
は
、
町
道
二
反
ケ
浦
ー
松
 

本
線
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
 

九
年
度
ま
で
五
カ
年
を
か
け
、
建
設
省
 

道
路
局
の
補
助
事
業
と
し
て
三
分
の
ー
ー
 

の
国
庫
補
助
を
受
け
総
工
費
二
億
四
千
 

万
円
を
か
け
て
建
設
し
ま
し
た
。
 

道
路
は
、
車
道
五
・
五
屑
、
歩
道
一
 

・
五
屑
、
全
長
四
百
二
十
八
H

の
二
車
 

線
道
路
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
部
か
ら
 

町
民
会
館
・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
 

公
共
施
設
へ
の
足
が
大
変
便
利
に
な
り
 

ま
し
た
。
ま
た
、
市
場
方
面
か
ら
赤
池
 

駅
へ
の
距
離
も
短
縮
さ
れ
、
通
勤
や
通
 

学
の
便
も
一
段
と
向
上
し
ま
し
た
。
 

で tI ヤ ヤ
 

t
 '

 
t
 

▽
浦
田
勇
▽
小
松
春
義
▽
安
永
栄
一
 

▽
議
案
 48 

号
（
臨
時
議
会
）
赤
池
町
国
 

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
地
方
税
法
 

が
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
同
条
例
の
 

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
基
礎
控
除
 

の
額
を
引
き
上
げ
な
ど
の
一
部
改
正
案
 

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 49 

号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
 

つ
い
て
（
臨
時
議
会
）
凸
赤
池
中
学
校
屋
 

内
運
動
場
改
築
工
事
の
予
定
価
格
が
一

1
1
 

千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
 

を
得
ま
し
た
。
な
お
、
入
札
の
結
果
赤
 

池
の
卿
柴
政
建
設
が
落
札
し
七
月
二
十
 

三
日
か
ら
六
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
 

の
工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

請 

願 

〇
下
桜
町
ー
上
桜
町
間
の
里
道
整
備
並
 

に
下
桜
町
里
道
拡
幅
整
備
に
か
か
る
請
 

願
‘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
あ
か
い
 

け
、
高
尾
口
バ
ス
停
間
の
町
道
か
ら
左
 

へ
入
る
下
桜
ー
上
桜
間
の
里
道
整
備
に
 

関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
 

果
、
産
業
建
設
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
 

け
 

ト
 

ト
 

ひ
ろ
 

一」
 

田

中

 
裕
香
さ
ん
 

（
赤
池
町
立
病
院
薬
局
勤
務
）
 

レ
 

レ
『
レ
g

レ
『
レ
『
レ
．
レ
り
レ
 

レ
4

レ
 

可
k
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I
童
ノ
》
ノ
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。
 

提
言
箱
 

役
場
住
民
福
祉
課
戸
籍
係
の
カ
ウ
ン
 

タ
ー
に
 
「
国
鉄
バ
ス
へ
の
提
言
箱
」
を
 

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
 

国
鉄
バ
ス
へ
の
ご
意
見
や
苦
情
が
あ
 

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

閉
会
中
の
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
失
業
対
策
事
業
の
昭
和
六
十
年
度
予
 

算
確
保
に
関
す
る
請
願
‘
失
業
対
策
諸
 

事
業
関
係
予
算
の
確
保
、
六
十
五
歳
線
 

引
廃
止
、
退
職
金
制
度
の
確
立
と
額
の
 

引
き
上
げ
な
ど
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
食
品
添
加
物
の
規
制
に
関
す
る
意
見
 

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
‘
国
民
の
食
 

生
活
の
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
食
品
 

添
加
物
の
安
全
性
を
再
点
検
し
規
制
措
 

置
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
な
ど
の
請
願
 

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
外
米
輸
入
反
対
・
食
糧
の
安
定
供
給
 

確
保
・
な
ら
び
に
米
穀
政
策
・
要
求
米
 

価
実
現
に
関
す
る
請
願
‘
米
の
輸
入
の
 

即
時
撤
回
。
転
作
目
標
面
積
の
縮
少
。
 

他
用
途
利
用
米
割
当
数
量
に
つ
い
て
は
 

食
用
米
と
し
て
買
上
げ
、
加
工
用
米
に
 

つ
い
て
は
新
た
に
規
格
を
設
定
し
て
対
 

応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
生
産
者
米
価
は
 

六
十
結
フ
ム
当
り
一
万
九
千
三
百
八
十
四
 

円
と
す
る
こ
と
な
ど
の
請
願
が
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
・
枠
拡
大
に
 

反
対
し
国
民
食
糧
の
安
定
確
保
に
関
す
 

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
‘
農
 

産
物
の
輸
入
自
由
化
、
枠
の
拡
大
を
お
 

こ
な
わ
な
い
こ
と
、
主
要
食
料
の
備
蓄
 

制
度
確
立
の
た
め
に
必
要
な
立
法
措
置
 

を
講
じ
る
こ
と
な
ど
の
請
願
が
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
“
ト
マ
ホ
ー
ク
〈
 

配
備
お
よ
び
日
本
へ
の
持
ち
込
み
反
対
 

決
議
を
求
め
る
請
願
‘
非
核
三
原
則
の
 

' 

ト
 
ー
ト
 
‘
ト
 

第
一
薬
科
大
学
を
卒
業
し
て
、
調
 

剤
薬
局
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
 

年
三
月
か
ら
町
立
病
院
の
薬
局
に
勤
 

務
し
て
い
ま
す
。
 

「
上
司
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
仕
事
 

を
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
、
し
っ
 

か
り
し
た
お
嬢
さ
ん
。
表
面
は
ク
ー
 

ー
ル
で
内
は
や
さ
し
い
男
性
が
好
き
。
 

巨
人
フ
ア
ン
で
特
に
江
川
選
手
の
ふ
 

て
ぶ
て
し
さ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
 

し
た
。
朝
早
く
起
き
る
の
が
特
技
で
 

趣
味
は
野
菜
づ
く
り
。
 

、
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厳
守
と
ト
マ
ホ
ー
ク
を
装
備
し
た
艦
船
 

航
空
機
の
日
本
寄
港
配
備
拒
否
を
求
め
 

る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
道
坊
主
ケ
谷
路
線
の
舗
装
に
 

関
す
る
請
願
書
‘
高
尾
通
り
舗
装
の
請
 

願
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
産
業
建
 

設
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
 

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
「
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
 

す
る
法
律
案
」
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
 

‘
支
給
期
間
の
七
年
限
定
、
所
得
制
限
 

の
引
き
下
げ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
同
 

法
の
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
が
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

意 

見 

書 

〇
道
路
事
業
予
算
増
額
に
関
す
る
意
見
 

書
‘
第
九
次
道
路
五
カ
年
計
画
の
完
全
 

達
成
、
六
十
年
度
道
路
事
業
予
算
増
額
 

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
意
見
書
が
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
意
見
書
（
 

臨
時
議
会
）
‘
地
方
財
政
に
対
す
る
国
 

の
財
源
保
障
を
全
う
す
る
た
め
交
付
税
 

額
を
確
保
す
る
こ
と
、
国
庫
補
助
率
の
 

引
き
下
げ
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
、
な
 

ど
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

報 

告 

規
定
に
よ
り
次
の
件
が
議
会
に
報
告
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
 

〇
昭
和
五
十
八
年
事
業
赤
池
町
土
地
開
 

発
公
社
決
算
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
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不

快

指

数

 

生
活
上
不
快
を
お
ぼ
え
る
度
合
 

を
数
値
で
表
し
た
も
の
で
、
気
象
 

台
へ
間
い
合
せ
れ
ば
教
え
て
く
れ
 

ま
す
。
最
近
は
、
エ
ア
コ
ン
の
普
 

及
な
ど
で
、
快
・
不
快
の
感
じ
方
 

も
変
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
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水
の
日
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水
の
週
間
 

シ
ー
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ベ
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着
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推
進
 

運
動
、
観
光
週
間
 

食
品
衛
生
週
間
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
飴
）
 

立
秋
 
鼻
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
紗
」
）
 

養
命
大
学
（
躍
鑓
）
 

終
戦
記
念
日
 
全
国
戦
没
 

者
追
悼
式
 

郡
民
体
育
大
会
（
陸
上
廿
 

赤
小
学
校
体
育
館
、
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
廿
金
田
町
民
会
 

館） 
乳
児
保
育
相
談
（
m
嚇
り
鱗
讐
 

三
種
混
合
（
喫
鷺
雄
讐
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
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（
叫
謙
或
 1
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世
 

解
放
講
座
（
嬬
購
邑
 

B

・
c

・
G

（
叫
謙
或
議
）
 

養
命
大
学
（
躍
飴
）
 

郡
小
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
（
統
鳴
（
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心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
ア
じ
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
麓
）
 

防
災
週
間
 

～毎月1 日は交通事故〇県民の日～ 毎月 25 日 はがん 予防の日 1
. 


